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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、地域在住の高齢者の包括的なヘルスリテラシー（HL）が、客観的な
口腔衛生および口腔健康関連QOL（OHRQoL）と関連しているかどうかを検討することとした。 調査完了した118 
人の参加者のうち、客観的口腔衛生の「口腔清掃」が「病的」であったのは18％であった。HLの結果では6割以
上が疾病予防領域で家族や友人からのアドバイスが効果的であり、半数以上が家族と同居していた。回帰分析に
より、HLは口腔清掃とOHRQoLの関連因子として特定された。この結果から、高齢者の併存疾患のフォローアップ
の機会に、HLを評価し、個別の口腔健康指導を行い、OHRQoLを向上させていく必要性が示された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to investigate whether comprehensive health 
literacy（HL） in community-dwelling older adults is associated with objective oral hygiene and oral
 health-related quality of life (OHRQoL). Of the 118 participants who completed the survey, 18% 
recorded a rating of “unhealthy” for oral cleanliness in objective oral hygiene. As for the HL 
results, more than 60% of the respondents said that advice from family and friends in the field of 
disease prevention was effective, and more than half of them lived with their families. Regression 
analysis identified comprehensive HL as a related factor for both oral cleanliness and OHRQoL. These
 results indicated the need to assess HL during follow-up for comorbidities and take the opportunity
 to provide personalized oral health guidance and improve OHRQoL.

研究分野：地域・在宅看護分野

キーワード： 包括的ヘルスリテラシー　口腔アセスメント　OHRQoL　地域在住高齢者
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研究成果の学術的意義や社会的意義
口腔の健康は、全身の健康に影響するため口腔内の健康を良好に保つ重要性が認識されている。本研究では、地
域在住高齢者の包括的HLと客観的な口腔衛生およびOHRQoLとの関連について調査した結果、包括的HLは、客観的
な口腔清掃とOHRQoL の二つの口腔の健康アウトカムの関連因子であることが明らかとなった。また、包括的HL
において、家族や友人からのアドバイスで疾病予防しやすく、家族と同居も半数以上であったことから、高齢者
に対しては、個人だけでなく地域で共通の生活や文化をもつ人による健康アドバイスが健康行動を決定する上で
重要であり、医療従事者は家族が適切なアドバイスができるよう支援していく必要がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 歯・口腔疾患において齲歯と並ぶ 2大疾患のひとつである歯周病は、誤嚥性肺炎、糖尿病、動
脈硬化などの全身疾患との関連が報告され、要介護者における調査では口腔衛生状態の改善や
咀嚼能力の改善を図ることが誤嚥性肺炎の減少や ADLの改善に有効であると示されている 1)。 
歯周病などの口腔疾患は咀嚼機能の障害だけでなく、心理社会的、経済的に影響をおよぼす要
因となるため、口腔に関連した包括的な健康関連 QOL(GOHAI)2)が、口腔関連 QOLとして開発
された。口腔関連 QOLは年齢とともに低下するが、高齢であっても口腔関連 QOLを改善する
健康的な行動はヘルスリテラシーと関連していると報告されている。ヘルスリテラシーは、健康
情報にアクセスし、理解し、解釈して適用する能力で、個人の健康情報の資産 3)である。  
特に、在宅高齢者のヘルスリテラシーの実態をとらえることは、疾病コントロールを推測し疾
病の重症化や再発入院を防ぐ効果がある。 
本研究では、高齢者のヘルスリテラシーと口腔関連 QOL の実態を明らかにすることとした。
その客観的評価として口腔アセスメントツールを活用することで、口腔状態の悪化による慢性
疾患の重症化や再発予防に応用し、高齢者が豊かな人生を送るための具体的な支援を模索する
重要な資料とする。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、在宅高齢者のヘルスリテラシーの実態をとらえ、ヘルスリテラシーと口腔関
連 QOLとの関連性を明らかにすることである。具体的には次の 2点について検討する。 
１） 在宅高齢者が包括的なヘルスリテラシー概念のどの領域に困惑し難題を抱えているのかを 
明らかにする。 
：欧州健康リテラシーアンケート(HLS-EU-Q47)4)は多言語で使用され、短縮版の開発もさ 
 れているため、欧州ヘルスリテラシー尺度短縮版（HLS-Q12）5)について、日本の在宅高 
 齢者における信頼性と妥当性の検討をすることとした。 

 
２）在宅高齢者のヘルスリテラシーと口腔関連 QOLとの関連性について解明する。 
  ：地域在住高齢者の包括的ヘルスリテラシーが客観的な口腔衛生および口腔健康関連 QoL 
（OHRQoL）と関連するかどうかを明らかにすることとした。 

 
 
３．研究の方法 
１）調査は、2019年 5月から 2020年 3月に研究参加を同意した地域に住む 65歳以上の者に、 
自己記述式アンケートを配布し、郵送法で回収した。HLS-Q12日本語版の開発は、HLS- 
EU-Q47日本語版 6)の 47項目からHLS-Q12原版 5)と同様に 12項目で作成した。HLS-Q12 
日本語版の基準関連妥当性、構造妥当性の検証を行った。また、HLS-Q12の確証的因子分 
析を行った。再テストでは、級内相関係数（ICC）と Bland-Altman分析を用いて信頼性を 
テストした。 

 
２） 調査は、2019年 5月から 2020年 3月にかけて地域に住む 65 歳以上の参加者へ自記式質
問票を配布した。同日、口腔健康評価ツール（Oral Health Assessment Tool）7)8)で収集し
たデータを用いて、参加者の口腔状態を客観的に評価した。質問票には、OHRQoLを測定
するための General Oral Health Assessment Index2)と包括的ヘルスリテラシーを評価す
る European Health Literacy Survey Questionnaire5)の短縮版を含めた。データは単変量
および多重ロジスティック回帰法により解析した。 

 
 
４．研究成果 
１）同意を得た参加者 167名へ調査票を配布し、有効 
  回答した者は 118名で、再調査を完了した者は 
  85名であった（図 1）。日本語版の HLS-Q12と 

HLS-EU-Q47の Spearman順位相関係数 r=0.98 
（P < 0.001)で相関があり、人口統計学変数と 
  HLS-EU-Q47を用いた仮説の 8割が検証できた。 
  また、再テストによる級内相関係数（ICC）は、 
  0.96（P < 0.001)、Bland-Altman分析では 95％ 
  LOAは-0.26±5.9で系統誤差はなかった。その 
  結果、HLS-Q12日本語版は、基準関連妥当性・ 
  再現性が高く、信頼性を有することが判明した。 

 
図１ 在宅高齢者で欧州ヘルスリテラシー尺度短縮版を 
   検証するフローチャート 



これらの結果から、HLS-Q12日本語版は、日本の高齢者の健康リテラシーを測定するため 
のスケールとして、有用性のある尺度であることが示された。 

 
２） 本研究に参加同意したのは 145名で、うち 118名が 
本調査の有効回答者となった。118 名のうち、客観 
的口腔衛生の「口腔清掃」が「病的」であったのは 
18％であった（図 2）。OHATの合計スコアの中央値は 
4.0点で、GOHAIの合計スコアの中央値は、56.0点で 
あった。また、HLS-Q12の合計スコアの中央値は、 
32.0点であった。HLS-Q12の各項目のうち、「簡単」 
あるいは「とても簡単」と回答した割合が多かったの 
は、ヘルスケア領域の「薬の服用に関する指示に従う」、 
疾病予防領域の「検診の必要性」、「家族や友人からの 
アドバイス」など、管理行動や疾病予防行動の項目が 
含まれていた。また、「健康改善のための意思決定を 
する」などの健康増進領域は、6割以上が「簡単」 
または 「とても簡単」であった。多重ロジスティック回帰分析により（表 1）、包括的ヘル
スリテラシーは口腔清掃とOHRQoLの関連因子として特定された(各々OR=5.00;3.33, p＜
0.01; p＜0.05)。これらの結果から、包括的なヘルスリテラシーが、臨床上の成果を変える
ことを示唆している。高齢者は口腔の健康問題だけでなく、併存疾患を抱えていることが多
いため、看護師は併存疾患のフォローアップの機会に、ヘルスリテラシーを評価し、個人に
合わせた口腔健康指導を行い、OHRQoLを向上させていくことが重要である。 
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図 2  参加者の OHAT 各項目における、健康、 
不健康、やや不良の割合図  

表 1 口腔清掃、 GOHAI の関連要因 (n = 118) 
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